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山
の
温
泉
便
り

　

に
し
わ
が
出
身
の
皆
さ
ん
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
ふ
る
さ
と
通
信
を
は
じ
め

ま
し
た
。
湯
本
学
区
出
身
の
方
々

に
、
ふ
る
さ
と
の
ホ
ッ
ト
な
話

題
や
、
昔
か
ら
全
く
変
わ
ら
な

い
、
そ
れ
で
も
飽
き
る
事
の
な

い
、
に
し
わ
が
の
大
自
然
や
地

区
行
事
等
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え

致
し
ま
す
。

　

地
域
の
人
口
が
激
減
し
て
い

く
中
、
ガ
ン
コ
に
楽
し
く
暮
ら

し
て
お
り
ま
す
。
地
区
の
行
事

や
長
期
休
暇
を
利
用
し
て
、
ふ

る
さ
と
に
足
を
運
ん
で
き
て
は

ど
う
で
す
か
。
帰
省
さ
れ
て
地

域
の
行
事
な
ど
に
参
加
し
て
、

あ
の
頃
の
自
分
体
験
も
ス
テ
キ
だ

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
第
一
号
な
の
で
地
域
の

紹
介
が
主
体
で
す
が
、
皆
さ
ん
の

声
や
元
気
な
姿
も
紹
介
で
き
る
よ

う
な
交
流
型
の
ふ
る
さ
と
通
信
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
方
の
あ
の
頃
の
思
い
出

と
、
心
に
あ
た
た
か
な
ひ
と
と
き

の
１
ペ
ー
ジ
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
の
で
、
末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

第
一
号

発
行
者
／
湯
本
学
区
ふ
る
さ
と
交
流
実
行
委
員
会

湯本学区からのお知らせ news!

撮影：高橋茂和　山室橋の雪景色

山の湯泉便り
湯本学区のふるさと交流情報誌湯本学区のふるさと交流情報誌

第
一
号

ふ
る
さ
と
通
信
を

　
　
　

は
じ
め
ま
し
た

湯本学区ふるさと交流実行委員会
会長　高橋　武男

山
の
温
泉
や

　

  

裸
の
上
の

　
　
　
　

天
の
河

～
正
岡
子
規
～

雪あかり2017in にしわが
平成 29年２月 11日 ( 土 )    17:30 ～ 22:00 頃
場所：各公民館・民家

平成 29年３月５日 (日 )   製作　   8:30 ～ 10:30
　　　　　　　　　　　　　歩く　13:00 ～ 14:00
　　　　　　　　　　　　　直会　15:00 ～
場所：下前公民館

平成 29年２月 11日 ( 土 )   　8:30 ～ 12:00 頃
場所：左草公民館

　西和賀町の冬の風物詩。毎年多くの人でにぎわいをみせ
るイベントです。

下前地区人形おくり

　疫病を人形に託して、地区の入口に設置する行事です。
地区に災いが入ってこないように一年間守ります。

左草地区人形おくり

　左草に男と女の人形を一体づつ作り、地区に設置します。
首にかけた団子を食べると一年間、無病息災と言われてい
ます。

今年これから開催される、地区や町の行事を紹介します。ぜひお越しください！

ゆ

事
務
局
　
西
和
賀
町
ふ
る
さ
と
振
興
課

岩
手
県
和
賀
郡
西
和
賀
町
川
尻
40-40-71　

TEL: 0197-82-2111

実行委員のつぶやき
春になったら西ワラビを食べに帰って来いヤ！＃湯之沢　70歳

寒い日は　納豆汁で　あったまるぞ　＃下前　66歳

物価が安い！子育て環境バツグン！チョット雪が降るけど西和賀はいいゾ！　＃湯田　55歳

これから毎年同級会やりでなぁ…んだ！やるべ！＃昭和38年生

今年の雪は多いか少ないかどっちかなぁ…＃左草　65歳

ひとっつも変わらねなぁ～　人も味も西山も　＃湯田　67歳

雪と過疎に頑張る　＃槻沢　61 歳

・・・

なおらい
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湯本

下前

左草

湯田

槻沢

湯本

湯之沢

ふれあいゆう星館

清水ヶ野

湯田

間木野

左草人形送り会場

白糸の滝

西和賀さわうち病院
下前分校

西和賀高校

湯本温泉

湯田スキー場

赤石鉱山跡

レストハウスゆのさわ

裸祭り垢離取りの池

オロセ倉

焼地台公園
スーパーオセン

湯田小学校
(旧湯本中学校跡地 )

砂ゆっこ

山室橋

左草小学校
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覚えていますか？湯本マップ
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20 年後の湯本

平成 27年度 平成 47年度

100 歳以上
95～ 99歳
90～ 94歳
85～ 89歳
80～ 84歳
75～ 79歳
70～ 74歳
65～ 69歳
60～ 64歳
55～ 59歳
50～ 54歳
45～ 49歳
40～ 44歳
35～ 39歳
30～ 34歳
25～ 29歳
20～ 24歳
15 ～ 19 歳
10～ 14 歳
 5 ～ 9 歳
 0 ～ 4 歳

4
12

57
79

137
119
123
115
119
109

85
49
52
49
47
47
55

40
53

28
32

4
24

62
86

119
109

85
49
52
49
47
47
55

16
16
16
18

5
5

6
5

20 年後

　西和賀町生まれの子供たち

は、高校進学時に 3 割、高校

卒業時にさらに 3 割が町を離

れています。

　湯本学区に当てはめたる

と、現在の 0 ～ 20 歳の約 3 

分の 2 が町を離れ、さらに

残った 21 ～ 40 歳の 3 人に

1 人が子供を 1 人産んだと想

定すると、人口は 864 人にな

ります。

　注目するべきは子供の人口

で、1 学年 1 人ほどしかいな

くなります。20 年経った時、

子供は一人もいなくなるかも

しれません。

湯本学区の風景

西和賀随一の巻淵の紅葉 湯本温泉の中心通り

湯本温泉神社　春の祭典 湯本温泉薬泉観音堂（温泉卵）

合計 1,411 人 合計 864 人

いわて地域づくり支援センターの独自の推計結果より
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今回は町外で生まれ育って移住してきた
Ｉターンの若者に話を聞きます！

1992 年 秋田県大館市生まれ

　

秋
田
県
大
館
市
で
高
校
ま
で
過

ご
し
、
盛
岡
市
の
福
祉
専
門
学
校

に
進
学
。
授
業
で
西
和
賀
町
を
訪

れ
、
農
業
を
体
験
し
た
。「
そ
の

時
に
、
作
物
の
種
を
ま
き
、
育
て
、

収
穫
し
て
食
べ
る
と
い
う
農
業
に

魅
力
を
感
じ
た
ん
で
す
。」と
語
る
。

自
分
が
希
望
す
る
障
が
い
者
福
祉

と
農
業
が
一
緒
に
で
き
る
ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
湯
田
・
沢
内
に
就

職
し
よ
う
と
決
め
た
。今
年
、移
住
、

就
職
し
て
２
年
目
に
な
る
。

障
が
い
者
福
祉
と

      

農
業
の
融
合
が
魅
力

消
防
団
と
青
年
会

今
の
夢
は
結
婚

山本　優太さん (24)
ゆうたやまもと 【湯田】

４
月
か
ら
消
防
団
に
も
入
団
し
、

一
気
に
地
域
と
の
繋
が
り
が
で
き

た
。

　
「
西
和
賀
の
人
は
よ
く
お
酒
を

飲
む
ん
で
す
よ
！
青
年
会
に
も

入
っ
た
の
で
飲
む
機
会
も
増
え
ま

し
た
ね
～
」
と
笑
う
。

　

青
年
会
で
は
夏
祭
り
で
御
神
輿

の
飾
り
つ
け
や
宵
宮
の
劇
に
も
参

加
し
た
。
主
体
と
な
っ
て
企
画
実

行
で
き
る
の
は
楽
し
か
っ
た
そ
う
。

　

消
防
は
１
年
生
で
、
ま
だ
見
習

い
。
い
ず
れ
は
操
水
（
水
を
放
水

す
る
）
に
も
挑
戦
で
き
た
ら
い
い

な
と
話
す
。

　

現
在
は
、
湯
田
の
若
者
住
宅
に

住
む
。
定
期
的
に
飲
み
会
を
企
画

し
て
親
睦
を
深
め
て
き
た
。
今
年

　
「
長
男
な
の
で
、
い
ず
れ
は
戻
る

か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
今
は
戻

る
気
持
ち
は
な
い
で
す
ね
。
今
の

夢
は
素
敵
な
人
と
出
会
っ
て
結
婚

す
る
こ
と
で
す
！
ゆ
く
ゆ
く
は
障

が
い
者
に
携
わ
る
仕
事
を
立
ち
上

げ
た
い
で
す
ね
。」

　

夢
の
実
現
に
向
け
て
楽
し
み
な

が
ら
湯
田
で
暮
ら
し
て
い
る
。

1982 年 盛岡市生まれ

　

９
歳
ま
で
盛
岡
市
、
高
校
ま
で

紫
波
町
で
過
ご
し
た
。「
田
舎
が
嫌

だ
」
と
猛
勉
強
し
、
筑
波
大
学
に

合
格
。
都
内
の
商
社
に
３
年
ほ
ど

勤
め
た
が
、
ふ
と
「
東
京
じ
ゃ
な

く
て
も
」
と
思
い
始
め
た
頃
、
東

日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。「
地
域

で
、
地
域
の
た
め
に
活
動
で
き
る

働
き
方
」を
探
し
、西
和
賀
町
の『
地

域
お
こ
し
協
力
隊
』
の
募
集
を
見

つ
け
た
。
町
の
担
当
者
の
人
柄
に

惹
か
れ
、
着
任
し
た
の
は
震
災
か

ら
わ
ず
か
４
か
月
後
だ
っ
た
。

「
田
舎
が
嫌
だ
」
学
生
時
代

地
域
で
地
域
の
た
め
に
働
く

左
草
に
住
み
た
い

CASE １

赤坂　拓郎さん (34)
たくろうあかさか 【左草】

コ
採
り
の
名
人
達
に
教
わ
り
始
め

た
。本
当
は
大
の
虫
嫌
い
。け
れ
ど
、

山
菜
を
育
て
る
楽
し
さ
を
知
っ
た
。

「
手
を
か
け
た
分
、
ち
ゃ
ん
と
お

が
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
お
喋
り

し
な
が
ら
の
作
業
で
、
色
々
教
え

て
も
ら
え
る
の
も
魅
力
で
す
。」

　

着
任
後
は
手
探
り
の
中
、
山
菜

を
特
産
品
に
す
る
と
い
う
目
標
に

向
け
て
町
を
歩
き
、
山
菜
や
キ
ノ

　

左
草
の
魅
力
は
人
、
と
断
言
す

る
。
移
住
当
初
に
区
長
に
あ
い
さ

つ
に
行
く
と
、
す
ぐ
に
歓
迎
会
を

し
て
く
れ
た
。
毎
週
、
歓
迎
会
で

盛
り
上
が
り
、い
つ
の
間
に
か
「
部

落
の
三
馬
鹿
が
、
四
馬
鹿
に
な
っ

た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
笑
う
。
い
つ
か
左
草
に
家
を
建

て
る
こ
と
が
目
標
だ
。

湯 本学区の人

CASE ２

03

湯之沢
　

地
区
の
シ
ン
ボ
ル
「
オ
ロ
セ
倉
」

が
見
守
る
湯
之
沢
集
落
。
か
つ
て

は
赤
石
鉱
山
で
栄
え
、
マ
タ
ギ
文

化
の
伝
統
を
今
に
残
し
、
湯
本
温

泉
に
最
も
近
い
集
落
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
47
年

に
は
、
大
水
上
集
落
・
長
松
集
落

が
奥
か
ら
集
団
移
転
し
て
戸
数
を

増
や
し
、
地
域
の
人
々
の
結
び
つ

き
の
強
い
集
落
と
云
わ
れ
な
が

ら
、
み
ん
な
が
元
気
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

　

数
あ
る
地
域
行
事
の
中
で

年
々
町
外
か
ら
の
参
加
者
を
増

や
し
続
け
て
い
る
奇
祭
「
裸
ま

つ
り
（
長
松
垢
離
取
り
）」（
町

指
定
無
形
民
族
文
化
財
）
が
、

今
年
は
１
月
９
日
（
旧
暦
12
月

12
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
茨
城
県
か
ら
の
参
加
も
お

り
ま
し
た
。

　

今
年
帰
ら
れ
た
方
も
、
そ
う

で
な
い
方
も
、
来
年
ぜ
ひ
お
い

で
く
だ
さ
い

裸
ま
つ
り　

今
年
も

　
　

 

厳
か
に
開
催
！

湯　田
　

湯
本
学
区
出
身
の
皆
さ
ん
元

気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

ほ
ん
の
少
し
で
す
が
湯
田
地
区

の
現
況
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

湯
田
地
区
で
は
今
年
も
色
々

な
行
事
を
し
ま
し
た
。
春
の
全

地
区
民
で
の
清
掃
活
動
か
ら
始

ま
り
、
夏
の
盆
踊
り
大
会
や
成

人
式
、
秋
の
敬
老
会
と
湯
田
神

社
祭
典
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
冬

に
か
け
て
は
、
湯
田
地
区
新
年

会
と
湯
田
の
雪
ま
つ
り
。
ど
の

行
事
も
と
て
も
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
す
。
特
に
湯
田
神
社
夜
宮

の
演
芸
会
で
は
、
青
年
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
演
劇
「
現
代
版
桃

太
郎
」
は
会
場
内
大
う
け
で
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
寒
い
時
期
に
な
り

ま
す
が
、
心
あ
た
た
ま
る
行
事

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

青
年
会
の
演
劇
で

　

  

大
盛
り
上
が
り

湯田地区教育振興会 会長

高橋　悟さん

湯之沢地区協議会 会長

湯沢　正さん

ごあいさつ 湯本学区 全６地区のうち２地区ずつごあいさつ !
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４
月

５
月

６
月
７
月
８
月

９
月

10
月
11
月
12
月

１
月

２
月

３
月

よってけでふるさとの行事
平成 29年の湯本学区の行事を紹介します。

湯本学区の小中学校の
懐かしい写真を紹介します。学び舎アルバム

左草小学校 (昭和23年～57年 ) 左草小学校 (昭和57年～平成13年 )

左草小学校 下前分校 (昭和15年～平成3年) 左草小学校 下前分校 (平成3年～13年 )

昭和61年から使用されています。
平成23年度からは湯田小学校になり
ました。

昭和47年に湯本小学校に統合され
ました。

平成 13年 4月に湯本小学校へ統合されました

平成13年 4月に湯本小学校へ統合されました。
現在はぶなの森自然塾さそう館となっています。

山祗神社まつり 湯之沢

三滝明神祭 下 前

各地区

人形送り 下 前

部落総会

各地区稲刈り

荷縄はずし

荷縄はずし 槻 沢

町主催河北新報錦秋湖マラソン

湯本温泉神社　春の祭典（８日）

各地区田植え

湯 本

各地区花壇づくり

句碑公園草刈り（下旬） 湯 本

各地区盆踊り

句碑公園草刈り（上旬） 湯 本

左 草下 前

下 前

各地区敬老祝賀会

山祗神社まつり(12日）

湯田神社祭典(３日）

湯本温泉神社 秋の祭典・薬師神社例大祭(８日）

槻 沢

湯 本

湯本温泉神社 秋の祭典・稲荷神社例大祭(９日） 湯 本

雪あかり

雪まつり

人形送り

各地区

湯 田

湯 田

左 草

左 草

謝湯雪中みこし 湯 本

裸祭り(長松垢離取り)

新春交賀会（２日）

湯之沢

町主催

小正月 湯之沢

どんと祭

北日本雪合戦大会

スキー大会湯田カップ

湯 田 湯 本

湯 本

町主催
１月 新年交賀会【湯本】

３月 人形おくり【下前】

５月 河北新報錦秋湖マラソン

８月 盆踊り【湯本】

９月 湯本温泉神社 秋の祭典【湯本】

９月 湯田神社祭典【湯田】

湯本小学校 (昭和36年～61年 ) 湯本小学校(湯田小学校)湯本小 赤石分校 (～昭和47年 )

平成５年に整備され使用されるよう
になり、 現在も子供たちが通ってい
ます。

川尻中と湯本中が統合により湯田中
へ。 校舎は川尻中を使用しました。

湯田中学校に統合されるまで使用され
ていました。

湯田中学校 (昭和44年～平成4年) 湯田中学校 (平成5年～現在)湯本中学校 (～昭和43年 )

(昭和61年～現在)


